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3Cl遷 移 金属二元合金の中でNiCuとNiCrを 取 りあげて400KOeま での強磁場下 の磁 化

測定 を行 ない,高 磁揚帯磁率の組成依存性 を求 めた。我々の グルー プでは,こ れ までにNiMn

とCOMn(国 富研 との共同研究)の 磁化測定 を行 ない,NiMnに つ い ては強磁 性 の消失す る

臨界濃度 において大 きなモーメン トが強磁場 によって誘起 され るとい う結果 を得 てい る。同様

な手法によ りNiCuとNiCrに つ いて磁化 曲線の濃度変化を測定 し,臨 界濃度 において絶対

値は小 さいが高磁場帯磁率 に鋭いpeakが 現 われることが明 らか となった。

3.層 状半導体GaSeの 励起子 の強磁場磁気光効果

篠 田 昌 久

零磁場 と強磁場極 限での励起子 のエネルギー準位の連結 をみ るために層状半導体GaSeの 励

起子準位 を強磁場 下で測定 した。GaSe励 起子 は水素原子様モデルが適用でき,零 磁場 でのエ

ネルギー-ue位は リドベ ルグ系列 となる。これに磁場 をかけると磁場の2次 に比例 した反磁性 シ

フ トを起 こすが,磁 場 のエネルギーが リドベル グエネルギー を越 えると磁場 の1次 に比例 した

変化 を見せ は じめ,ラ ンダウ準位 への移行過程 であると思われ る結果 を得 た。また励起 子の,

2sstateはN=0ラ ンダウ準位 と交差す ることが観測 され,Lee,Larsen等 による理論計

算 で示 され たnon-crossingruleに は従 わない ことがわか り,結 果 はむ しろKleinerの 仮説 に基

づ く品田等 のモデルで理解 できる。

4・ 高 い ∬
。2を 持 つ 超 伝 導 体Pb1.2..Gd.Mo6Ssの 研 究

福 島 芳 和

Chewel相 と して知 られ るMMo6Xs(M=metal,X=S,Se)は,そ の 多 くの物 質 にお い て

超 伝導 を示 し,磁 性 と超 伝導 が共存す る系 として も有名 であ る。この系 の中でPbMo6S8は,き わ

め て高 い 臨界 磁 場 を持 ち,阪 大 強磁場 に よる北川 らの実験 に よ り,U。2=600KOeと 求 め られ た。

これ にGd等 を入れ る と,さ らにff。2が 上昇 す る可能性 があ る。 そ こで我 々 は,系 続的 にPb, .2-x

G爆Mo6S8の 試 料 を作成 しH。2の 測定 を行 った。 そ の結 果Gdの 添 加 に対 しU。2は 微 少 で あ るが
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下 降 した。 こ の測定 に よ り,磁 性 不純 物 を入 れ る事 に よ り∬。2が 高 くな り得 る とい うPeter_

Jaccarinomodelは,少 く と もこの 系 で は成 立 しない事 が明 らか にな っ た 。

5.シ ア ニ ン色 素TCNQ錯 体 のESR

植 村 壽 公

シ ア ニ ン色 素 の一 種1-Methyl・3'航hyl・2,2'-quinoselenacyanineとTcNQと の1:2錯 塩 につ

い て,4.2～290Kで の 帯磁 率及 びESR測 定 を行 っ た。今 回 の 研究 に よっ て.こ の物 質 は温

度 を変 え る こ とに よ り低 温(30～65K)で はspinpairと して,中 間 温度(65～160K)で は

1次 元 的,そ して 高温(160～290K)で は2次 元 又 は3次 元 的 挙動 をす る とい う面 白い 性質

が明 らか とな った 。低 温 では 観 測 され るESRはtwospinpairmode1を 考 え る こ とに よ り説

明 され る。 中 間温度 で は線 巾,線 型 とも1次 元磁 性 体 的振 まい を示 す 。高 温 で は1次 元 とは異

な りchain間 の相 互作 用 を無 視 で き ない 角度 変 化 が観 測 され た。帯 磁 率 お よ び電 気伝 導 度 の結

果 とも あわ せ て議 論す る。

6.Au(111)のsurfacereconstructionとLAPW法 に よ る 一 枚 フ ィ ル ム の

バ ンド計算

川 上 和 人

Au(111)表 面 は,低 温 で 〈110>方 向 に,高 温 で等 方 的 に縮 ん だincommensurateなrecon-

structionが 現 われ る。 これ は,表 面 で は固 体 内部 よ りも原 子 間隔 が縮 ま ろ う とす る傾 向 に あ

る こ とで現 象 論 的 に説 明 で き る と考 え られ る。 そ こで 表面 の一層 に着 目 し,第 一 段 階 として一

枚 の フ ィル ム のバ ン ド計算 をLAPWを 用 い て行 な った 。
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